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平

成

二

十

七

年

新

春

合

同

賀
詞
交
歓
会
は
、
一
月
十
六
日

(

金)

午
後
五
時
よ
り
、
台
東
区

上
野
の
「
上
野
精
養
軒
」
に
於

い
て
根
開
催
さ
れ
、
組
合
員
・

会
友
、
協
賛
会
、
来
賓
、
報
道

関
係
者
な
ど
二
二
〇
名
が
参
加

し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

当

組

合

の

本

間

専

務

理

事

の
司
会
で
、
初
め
に
ご
来
賓
の

紹
介
の
後
、
担
当
協
組
を
代
表

し
て
平
山
良
一
理
事
長
が
「
世

の
中
が
不
況
か
ら
脱
却
し
よ
う

と
向
か
っ
て
い
る
時
、
そ
こ
に

は
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま

れ
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
の 

 

     で
、
ア
イ
デ
ア
を
発
信
で
き
る

企
業
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
』
と

挨
拶
し
ま
し
た
。 

続
い
て
来
賓
と
し
て
、
東
京

都
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
蔵 

本
篤
之
事
務
局
次
長
と
、
協

賛
会
の
大
内
昭
彦
会
長
が
そ
れ

ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

こ
の
後
、
正
札
シ
ー
ル
組
合

の
田
中
浩
一
理
事
長
の
音
頭
で

新
し
い
年
が
シ
ー
ル
印
刷
業
界

に
と
っ
て
よ
り
良
い
年
に
な
る

よ
う
出
席
者
全
員
で
乾
杯
、
和

や
か
な
歓
談
と
な
り
ま
し
た
。 

宴
た
け
な
わ
の
中
、
ラ
ベ
ル 

 

 

組
合
の
渡
邉
正
一
顧
問
に

よ
る
三
本
締
め
で
中
締
め
が
行

わ
れ
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

日
印
産
連
が
値
上
げ 

断
固
反
対
で
声
明
文 

  

日
本
印
刷
産
業
連
合
会(

稲

木
歳
明
会
長)

は
、
一
月
十
四
日

に
根
日
本
製
紙
連
合
会
に
対
し

て
、
印
刷
用
紙
の
値
上
げ
要
請

に
対
し
て
、
断
固
反
対
す
る
と

し
た
声
明
文(

左
記)

を
十
団
体

連
盟
で
提
出
し
ま
し
た
。 

 

平
成
二
十
七
年
一
月
十
四
日 

 

日
本
製
紙
連
合
会
御
中 

 

印
刷
用
紙
の
値
上
げ
要
請
に

対
し
て
断
固
反
対
し
ま
す 

 

一
般
社
団
法
人
日
本 

印
刷
産
業
連
合
会 

 

印
刷
工
業
会 

全
日
本
印
刷
工
業
組
合
連

合
会 日

本
フ
ォ
ー
ム
印
刷
工
業

連
合
会 

一
般
社
団
法
人
日
本
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
工
業
会 

全
日
本
製
本
工
業
組
合
連

合
会 日

本
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
工
業
組
合

連
合
会 

全
日
本
シ
ー
ル
印
刷
協
同

組
合
連
合
会 

全
国
グ
ラ
ビ
ア
協
同
組
合

連
合
会 

全
日
本
ス
ク
リ
ー
ン
・
デ
ジ

タ
ル
印
刷
協
同
組
合
連
合
会 

  

製
紙
各
社
は
二
〇
一
四
年
十

二
月
に
、
二
〇
一
五
年
の
一
月

ま
た
は
二
月
よ
り
印
刷
用
紙
の

価
格
を
一
〇
％
以
上
値
上
げ
す

る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
印

刷
用
紙
は
印
刷
会
社
の
原
材
料

の
中
で
、
最
も
大
き
な
割
合
を

占
め
る
材
料
で
、
印
刷
用
紙
価

格
の
引
き
上
げ
は
印
刷
会
社
の

経
営
に
大
き
く
影
響
を
与
え
る

こ
と
が
必
至
で
す
。 

印
刷
出
荷
額
は
一
九
九
一

年
を
ピ
ー
ク
に
下
が
り
続
け
て

お
り
、
特
に
、
情
報
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
分
野
に
つ
い
て
は

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ

の
背
景
に
は
、
出
版
市
場
の
減

速
、
印
刷
媒
体
か
ら
ネ
ッ
ト
や

電
子
媒
体
へ
の
急
速
な
移
行
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
、
こ
の
分
野
の

印
刷
媒
体
の
市
場
規
模
の
縮
小

化
は
極
め
て
深
刻
な
実
態
に
あ

挨拶する平山理事長と会場風景 (下 ) 
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平
成
二
十
七
年
合
同
賀
詞
交
歓
会
が 

二
二
〇
名
が
参
加
し
て
盛
大
に
開
催 

http://www.label-tokyo.com/
mailto:tlpa_1966@ka2.so-net.ne.jp


り
ま
す
。
印
刷
各
社
は
、
こ
う

し
た
状
況
下
に
あ
っ
て
も
顧
客

か
ら
求
め
ら
れ
る
印
刷
媒
体
を
、

従
来
よ
り
も
さ
ら
に
高
品
質
で

低
コ
ス
ト
に
提
供
す
る
と
と
も

に
、
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る
環

境
へ
の
配
慮
や
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
へ
の
取
り
組
み
を
よ
り
高

い
レ
ベ
ル
で
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
社
会
の
期
待
に
し
っ
か
り

と
応
え
て
ま
い
り
ま
し
た 

製
紙
各
社
に
よ
る
今
回
の

印
刷
用
紙
値
上
げ
要
請
は
、
こ

う
し
た
個
々
の
印
刷
企
業
の
努

力
を
根
底
か
ら
覆
す
と
同
時
に
、

印
刷
企
業
の
経
営
を
極
度
に
圧

迫
し
危
機
的
な
状
況
を
招
く
も

の
で
あ
り
、
八
〇
〇
〇
社
以
上

の
会
員
を
抱
え
る
業
界
団
体
と

し
て
は
到
底
容
認
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
用

紙
値
上
げ
要
請
に
対
し
て
、
日

本
印
刷
産
業
連
合
会
お
よ
び
印

刷
一
〇
団
体
は
断
固
反
対
を
表

明
致
し
ま
す
。 

併

せ

て

製

紙

業

界

と

印

刷

産
業
界
は
両
輪
の
関
係
に
あ
る

こ
と
を
し
っ
か
り
と
銘
記
し
、

困
難
な
状
況
に
面
し
て
も
今
後

益
々
共
通
の
認
識
と
相
互
理
解

を
も
っ
て
対
処
し
て
い
く
こ
と

を
切
に
要
望
致
し
ま
す
。 以

上 

    

 

東
支
部
組
合
員
の(

有)

丸
子

ラ
ベ
ル
印
刷(

鷹
野
良
治
社
長)

は
、
こ
の
ほ
ど
「
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｋ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
の
づ
く
り
大
賞
」

に
お
い
て
、
出
展
し
た
「
胸
リ

ボ
ン
シ
ー
ル
」
が
共
同
部
門
の

優
秀
賞
に
入
選
し
ま
し
た
。 

 

Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｋ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

は
、
台
東
区
、
荒
川
区
、
足
立

区
、
墨
田
区
、
葛
飾
区
の

5

区

共
同
の
産
業
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
、
こ
の
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｋ
地
域

の

5

区
に
は
、
多
く
の
工
場
が

集
積
し
て
お
り
、
合
わ
せ
る
と

約

1

万
二
千
工
場
、
二
十
三
区

全
体
の
四
割
を
超
え
る“

モ
ノ

づ
く
り”

の
地
域
で
す
。 

こ
れ
ら
の
工
場
で
は
皮
革
、

金
属
、
布
、
紙
、
ゴ
ム
、
木
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
ガ
ラ
ス
と
い

っ
た
様
々
な
素
材
を
加
工
し
、

工
業
用
部
品
か
ら
生
活
用
品
に

至
る
ま
で
多
種
多
様
な
製
品
を

製
造
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域

で
培
わ
れ
た
熟
練
技
術
や
高
度

な
技
能
を
有
す
る
企
業
と
行
政
、

支
援
機
関
、
教
育
機
関
な
ど
が

連
携
し
、
産
業
の
活
性
化
を
目 

     指
す
事
業
が“

Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｋ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト”

で
す
。 

今

回

は

第

九

回

目

で

一

〇

六
点
の
応
募
作
品
が
あ
り
、
こ

の
中
か
ら
大
賞
、
優
秀
賞
、
奨

励
賞
計
二
〇
点
が
選
ば
れ
、
共

同
部
門
の
優
秀
賞
に
「
胸
リ
ボ

ン
シ
ー
ル
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

同

社

は

昨

年

の

十

二

月

五

日
に
「
あ
だ
ち
新
製
品
開
発
講

座
」
で
、
「
「
胸
リ
ボ
ン
型
シ
ー

ル
」
と
し
て
、「
製
品
開
発
優
秀

賞
」
と
「
製
品
開
発
技
術
賞
」

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。 

今

回

の

相

次

ぐ

受

賞

に

つ

い
て
鷹
野
社
長
は
次
の
よ
う
に

語
っ
て
い
ま
す 

「

一

昨

年

の

九

月

に

東

京

営
業
所
を
開
設
し
て
、
東
京
へ

進
出
し
ま
し
た
が
、
進
出
し
た

以
上
は
結
果
を
出
さ
な
け
れ
ば

意
味
が
な
い
の
で
、
い
ろ
い
ろ

な
伝
手
を
頼
っ
て
い
る
う
ち
に

「
あ
だ
ち
新
製
品
開
発
講
座
」

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ

と
に
な
り
、
こ
こ
で
毎
週
金
曜

日
に
異
業
種
の
方
々
と
交
流
す

る
こ
と
が
出
来
、
そ
の
中
か
ら

今
回
の
「
胸
リ
ボ
ン
シ
ー
ル
」

が
生
ま
れ
、
思
い
も
か
け
ず
開

発
優
秀
賞
と
開
発
技
術
賞
を
頂

戴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

そ
し
て
今
回
「
第
九
回
Ｔ
Ａ

Ｓ
Ｋ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
の
づ
く

り
大
賞
」
に
も
出
展
す
る
こ
と

が
出
来
、
予
想
だ
に
し
な
か
っ

た
「
優
秀
賞
」
に
選
ば
れ
、
大

変
に
喜
ん
で
い
ま
す
。
す
で
に

知
的
財
産
の
申
請
も
行
っ
て
い

ま
す
が
、
今
後
は
こ
れ
を
ど
う

販
売
し
て
い
く
か
が
課
題
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
」 

な
お
、
今
回
の
入
賞
作
品
は

二
月
四
，
五
，
六
日
に
東
京
ビ

ッ

ク

サ

イ

ト

で

開

催

さ

れ

る

「
ギ
フ
ト
シ
ョ
ー
」
に
展
示
出

品
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

 

                                 

Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｋ 

も
の
づ
く
り
大
賞
に
入
選 

「
胸
リ
ボ
ン
シ
ー
ル
」
が
優
秀
賞
に 

丸
子
ラ
ベ
ル
印
刷 

足
立
区
の
賞
も
受
賞 



                 

東

京

都

中

小

企

業

公

社

で

は

、
都

内

中

小

企

業

者

等

が

行

う

新

製

品

や

新

技

術

の

開

発

、
海

外

展

開

に

係

る

製

品

改

良

・

認

証

取

得

、
本

格

開

発

の

前

の

事

前

検

証

、

も

の

づ

く

り

基

盤

技

術

の

高

度

化

、
国

内

外

の

見

本

市

等

へ

の

出

展

な

ど

の

取

組

に

か

か

る

経

費

の

一

部

を

助

成

す

る

事

業

を

今

年

度

も

実

施

し

ま

す

。

 

 

こ

の

た

び

、
平

成

二

十

七

年

度

の

事

業

説

明

会

を

開

催

さ

れ

ま

す

の

で

、
お

知

ら

せ

し

ま

す

。 

①
新

製

品

・
新

技

術

開

発

助

成

事

業 

【
助

成

限

度

額

・
千

五

百

万

円

・
助

成

率

二

分

の
一

以

内

】 

実

用

化

の
見

込

み
の
あ
る
、
新

製

品

・
新

技

術

の
自

社

開

発

を
行

う
都

内

中

小

企

業

者

等

に
対

し
、
そ
の
研

究

開

発

経

費

の
一

部

を
助

成

し
ま
す
。 

②
海

外

展

開

技

術

支

援

助

成

事

業 

【
助

成

限

度

額

・
五

百

万

円

（
助

成

下

限

額

五

十

万

円

）
・

助

成

率

二

分

の
一

以

内

】 

都

内

中

小

企

業

者

が
、
自

社

の
製

品

等

を
海

外

市

場

で
販

売

す
る
た
め
に
必

要

な
製

品

改

良 

認

証

取

得

等

に
要

す

る
経

費

の
一

部

を
助

成

し
ま

す
。 

1
.  

 

③
製

品

開

発

着

手

支

援

助

成

事

業 

【
助

成

限

度

額 

百

万

円

（
助

成

下

限

額

十

万

円

）
・
助

成

率

二

分

の
一

以

内

】 

都

内

中

小

企

業

者

等

が
、
開

発

の
初

期

段

階

の
ア
イ
デ
ア
や

構

想

の
技

術

検

証

を
行

う
際

に
必

要

と
な
る
原

材

料

の
調

達

、
他

企

業

・
大

学

・
試

験

研

究

機

関

等

へ
の
委

託

研

究

や

性

能

・
機

能

評

価

依

頼

等

に

要

す
る
経

費

の
一

部

を
助

成

し
ま
す
。 

2
.  

 

④
も
の
づ
く
り
企

業

グ
ル
ー
プ

高

度

化

支

援

事

業 

【
助

成

限

度

額 

五

千

万

円

・

助

成

率

二

分

の
一

以

内

】 

成

長

分

野

へ
の
参

入

や
海

外

展

開

を
目

指

し
て
、
開

発

・
生

産

・
販

路

開

拓

を
行

い
、
基

盤

技

術

の
高

度

化

に
共

同

で
取

り
組

む
経

費

の
一

部

を
助

成

し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑤
市

場

開

拓

助

成

事

業 

【
助

成

限

度

額 

三

百

万

円

・

助

成

率

二

分

の
一

以

内

】 

開

発

し
た
新

製

品

・
新

技

術

の
販

路

開

拓

の
た
め
、
国

内

外

の
見

本

市

へ
の
出

展

及

び
広

告

掲

載

に
要

す
る
経

費

の
一

部

を
助

成

し
ま
す
。 

■

開

催

日

時

・

会

場

・

定

員

 

平

成

二

十

七

年

三

月

四

日
（

水

）
午

後

一

時

～

午

後

五

時

 

 

新

製

品

・

新

技

術

開

発

：

午

後

二

時

十

五

分

頃

 

 

海

外

展

開

技

術

支

援
：
午

後

三

時

十

五

分

頃

 

 

製

品

開

発

着

手

支

援
：
午

後

三

時

四

十

五

分

頃

 

 

関

東

経

済

産

業

局

に

よ

る

中

小

企

業

庁

の

予

算

案

・

税

制

改

正

案

説

明

：

五

個

四

時

二

〇

分

頃

か

ら

開

始

予

定

で

す

。

 

 

午

後

一

時

～

二

時

は

、
都

立

産

業

技

術

研

究

セ

ン

タ

ー

か

ら

事

業

紹

介

等

を

行

う

予

定

で

す

。

 

定

員

は

一

八

〇

名

。 

東
京
都
立
産
業
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー 

東

京

都

江

東

区

青

海

二

の

四
の
十 

申

し

込

み

は

東

京

都

中

小

企
業
振
興
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
お
願
い
し
ま
す
。 

h
ttp

://w
w

w
.to

k
y

o
-k

o
s
h

a

.o
r.jp

/ 

 

松
本
一
男
氏 

東
支
部
の
埼
玉
印
刷(

有)

代

表
取
締
役
の
松
本
一
男
氏
は
、

か
ね
て
よ
り
病
気
療
養
中
の
と

こ
ろ
、
昨
年
十
二
月
八
日
に
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。 

故
人
は
組
合
理
事
、
常
務
理

事
、
副
理
事
長
な
ど
の
役
職
を

歴
任
し
、
現
在
は
組
合
相
談
役

で
し
た
。 

通
夜
は
十
二
月
十
一
日
、
告

別
式
は
十
二
日
に
江
戸
川
区
中

葛
西
の
「
後
藤
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ

ー
ル
」
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

                             

 

平成２７年度助成事業説明会  

是非この機会に助成金の活用を ! 

3 月 4 日に都立産業技術研究センター 

http://www.tokyo-kosha.or.jp/
http://www.tokyo-kosha.or.jp/
http://www.tokyo-kosha.or.jp/
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、 

一
般
紙
や
業
界
紙
な 

ど
に
掲
載
さ
れ
て
い 

た
、
ち
ょ
っ
と
面
白 

い
話
、
た
め
に
な
る 

話
を
紹
介
す
る
コ
ー 

ナ
ー
で
す
。
今
回
は 

各
業
界
紙
に
掲
載
さ 

れ
た
印
刷
関
連
団
体 

の
理
事
長
や
会
長
の 

年
頭
所
感
か
ら
の
抜
粋 

で
す
。 

 

東
京
都
中
小
企
業
団
体 

中
央
会 

 

大
村
功
作
会
長 

 

中

略 

ア

ベ

ノ

ミ

ク

ス

で

は
、
中
小
企
業
に
対
す
る
施
策

と
し
て
平
成
二
十
五
年
度
補
正

予
算
関
連
事
業
と
し
て
は
、
千

四
百
億
円
の
「
も
の
づ
く
り
補

助
金
」
が
施
行
さ
れ
た
の
を
受

け
て
、
東
京
中
央
会
で
は
同
補

助
金
の
「
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
・
も
の
づ
く
り
・
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
革
新
事
業
」
を
公
募

し
ま
し
た
。
補
助
金
が
決
定
し

た
こ
と
は
非
常
に
喜
ば
し
い
の

で
す
が
、
そ
こ
か
ら
先
が
大
変

で
す
。 

特
に
中
小
・
小
規
模
事
業
者

の
場
合
、
補
助
金
の
申
請
に
慣

れ
て
い
な
い
方
が
多
く
、
申
請

書
の
作
成
に
も
苦
慮
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
そ
こ
か
ら
審
査
が

あ
り
、
補
助
金
の
交
付
が
決
定

し
た
後
も
、
中
間
報
告
及
び
実

績
報
告
書
等
の
各
種
手
続
き
が

あ
る
。
結
果
と
し
て
実
際
に
企

業
に
補
助
金
が
出
る
ま
で
に
相

当
な
時
間
を
要
し
ま
す
。 

私

た

ち

は

そ

う

い

っ

た

現

状
を
見
る
に
つ
け
、
申
請
手
続

き
の
簡
略
化
を
中
小
企
業
庁
に

お
願
い
し
て
い
る
の
で
す
が
、

容
易
に
実
現
で
き
る
こ
と
で
は

な
い
よ
う
で
す
。 

 

東
京
中
央
会
で
は
、
申
請
手

続
き
の
相
談
を
行
っ
て
い
る
の

で
、
要
望
さ
れ
る
経
営
者
の
方

は
、
是
非
私
た
ち
の
支
援
を
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

 

日
本
印
刷
産
業
連
合
会 

 
 

 
 

稲
木
歳
明
会
長 

  

中

略 

今

年

日

印

産

連

も
設
立
三
十
周
年
の
節
目
を
迎

え
ま
し
た
。
発
足
か
ら
現
在
に

至
る
間
、
印
刷
産
業
は
情
報
化

や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
対

応
し
な
が
ら
事
業
の
多
角
化
や

デ
ジ
タ
ル
化
等
を
進
め
、
事
業

領
域
を
着
実
に
拡
大
し
て
き
ま

し
た
。 

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
印
刷

産
業
の
出
荷
高
は

1
9

9
1

年
を

ピ
ー
ク
に
低
下
を
続
け
、
近
年

で
は
発
足
当
時
の
出
荷
額
と
同

等
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
印
刷

産
業
の
従
事
者
は

4
4

万
人
か

ら

3
0

万
人
へ
と
減
少
し
、
会

員
団
体
の
加
盟
企
業
数
も
減
少

傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
り
ま
せ

ん
。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て

日
印
産
連
で
は
会
員
１
０
団
体

を
は
じ
め
関
係
省
庁
、
関
係
団

体
の
ご
協
力
の
も
と
、
昨
年
よ

り
「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。 

『
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
』
で

は
、
従
来
の
活
動
や
組
織
、
予

算
等
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
今

後
の
役
割
や
活
動
テ
ー
マ
を
再

構
築
し
ま
す
。
そ
し
て
印
刷
産

業
が
果
た
す
役
割
を
分
か
り
や

す
く
表
す
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
テ

ー
ト
メ
ン
ト
」
を
制
定
し
、
印

刷
産
業
が
社
会
的
責
任
を
果
た

し
て
い
く
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
資

源
を
集
中
し
て
い
く
所
存
で
す
。 

 

全

日

本

印

刷

工

業

組

合 
 

連
合
会 

 
 

島
村
博
之
会
長 

 

中

略 

成

長

戦

略

の

柱

で

あ
る
「
社
会
の
期
待
に
的
確
に

応
え
、
社
会
か
ら
必
要
不
可
欠

と
さ
れ
る
企
業(

ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
―)

へ
の
変

化
を
目
指
し
て
事
業
領
域
拡
大

に
必
要
と
な
る
新
し
い
積
算
体

系
の
研
究
男
女
共
同
参
画
社
会

の
形
成
並
び
に
優
秀
な
人
材
確

保
の
た
め
の
女
性
活
躍
推
進
事

業

の

立

案

等

将

来

に

向

け

た

様
々
な
準
備
を
着
々
と
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。 

私
た
ち
は
「
Ｉ
ｎ
ｓ
ａ
ｔ
ｓ

ｕ
」
が
一
人
一
人
の
思
い
を
大

切
に
扱
う
「
当
事
者
の
メ
デ
ィ

ア
」
と
し
て
、
社
会
を
動
か
す

推
進
役
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を

持
ち
、
誠
実
に
時
代
の
要
請
に

応
え
、
未
来
を
自
ら
の
手
で
想

像
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。 

ま

た

同

時

に

将

来

の

印

刷

産
業
界
は
、
多
く
の
人
々
の
夢

と
希
望
を
叶
え
る
産
業
と
し
て
、

私
た
ち
印
刷
産
業
人
に
と
っ
て

も
、
地
震
と
誇
り
に
満
ち
た
場

所
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

様
々
「
情
報
」
を
こ
れ
ま
で

長
く
養
っ
て
き
た
「
技
術
」
と

研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
「
感
性
」
で

加
工
し
、「
社
会
を
彩
り
、
潤
す
」

役
割
が
、
今
後
は
こ
れ
ま
で
以

上
に
強
く
求
め
ら
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。 

                            

 

    

こんな話、あんな話  



筋
肉
を
覆
う
「
筋
膜
」
が
手

足
で
壊
死
し
た
り
す
る
「
劇
症

型
溶
血
性
レ
ン
サ
球
菌
感
染
症
」

の

患

者

数

が

昨

年

、

前

年

の

１
・
６
倍
に
増
え
た
こ
と
が
、

国
立
感
染
症
研
究
所
の
ま
と
め

で
分
か
っ
た
。 

 
 

菌
自
体
は
あ
り
ふ
れ
て
い
る 

                

が
、
ま
れ
に
重
症
化
。
３
８
度

以
上
の
発
熱
や
傷
口
の
痛
み
が

起
き
、
さ
ら
に
シ
ョ
ッ
ク
症
状

や
肝
不
全
、
腎
不
全
を
発
症
す

る
。
筋
膜
や
脂
肪
の
組
織
が
壊

死
し
て
、
手
や
足
の
切
除
が
必

要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、「
人
食

い
バ
ク
テ
リ
ア
」
と
も
呼
ば
れ

る
。
３
～
４
割
が
死
亡
す
る
。 

 
 

同
研
究
所
に
よ
る
と
、
２
０

１

０

年

の

患

者

は

１

２

３

人

（
う
ち
死
者
３
６
人
）
だ
っ
た

が
、
昨
年
は
１
９
８
人
（
同
７

３
人
）
に
急
増
。 

 
 

６
０
歳
以
上
の
男
女
と
３
０

歳
代
の
女
性
の
発
症
が
多
い
が
、

増
加
の
原
因
は
分
か
っ
て
な
い
。 

 
 

■
「
劇
症
型
溶
血
性
連
鎖
球

菌
感
染
症
」
と
は 

 
 

Ａ
群
溶
血
性
連
鎖
球
菌
に
よ

る
急
性
の
感
染
症
。
高
熱
や
筋

肉
痛
，
血
圧
低
下
が
起
こ
り
，

急
激
に
病
状
が
進
行
し
て
シ
ョ

ッ
ク
や
手
足
の
壊
死
（
え
し
）
，

多
臓
器
不
全
に
い
た
る
。
日
本

で

の

最

初

の

症

例

報

告

は

1
9

9
2

年
（
平
成

4

）
。
劇
症
溶

連
菌
感
染
症
。 

 
 

メ
デ
イ
ア
な
ど
で
「
人
食
い

バ
ク
テ
リ
ア
」
と
い
っ
た
病
名

で
、
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
取

り
上
げ
方
を
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。「
人
食
い
バ
ク
テ
リ
ア
」

と
か
呼
ば
れ
て
い
る
細
菌
は
複

数
い
ま
す
が
、
海
水
や
魚
か
ら

感
染
す
る
ビ
ブ
リ
オ
・
バ
ル
ニ

フ
ィ
カ
ス
と
傷
口
か
ら
進
入
す

る
化
膿
レ
ン
サ
球
菌
等
を
主
に

呼
ぶ
よ
う
で
す
。 

 

ビ
ブ
リ
オ
・
バ
ル
ニ
フ
ィ
カ

ス

は

高

温

に

も

低

温

に

弱

く

（
基
本
的
に
細
菌
と
い
う
も
の

は

高

温

に

弱

い

で

す

が

）
、

1
5

℃
以
下

で
保

存
し
て

い
れ

ば
菌
の
数
は
激
減
し
、
食
用
に

し
て
も
問
題
な
い
レ
ベ
ル
だ
そ

う
で
す
。 

■
予
防
方
法
と
は 

 
 

A

群
溶
血
性
レ
ン
サ
球
菌
感

染
症
の
予
防
に
は
、
う
が
い
・

手
洗
い
や
マ
ス
ク
の
着
用
等
が

有
効
で
す
。 

 

咽
頭
痛
が
あ
る
場
合
は
早
め

に
医
療
機
関
等
で
受
診
し
、
溶

血
性
レ
ン
サ
球
菌
の
感
染
を
確

認
す
る
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。 

■
治
療
方
法
と
は 

 

早
期
診
断
及
び
早
期
治
療
が

最
も
重
要
で
す
。 

抗
菌
薬
と

し
て
は
、
ペ
ニ
シ
リ
ン
系
、
マ

ク
ロ
ラ
イ
ド
系
薬
剤
や
リ
ン
コ

マ
イ
シ
ン
系
薬
剤
な
ど
を
使
用

し
ま
す
。
早
期
の
治
療
が
死
亡

の
リ
ス
ク
を
減
ら
し
ま
す
が
、

第
一
選
択
薬
の
是
非
が
患
者
の

予
後
を
左
右
す
る
こ
と
も
あ
り
、

注
意
が
必
要
で
す
。 

■
過
去
の
症
例
と
は 

 

四
十
五
歳
の
男
性
で
、
下
肢

（
か
し
）
（
脚
（
あ
し
）
）
の
痛

み
は
あ
っ
た
が
、
自
分
で
自
動

車
を
運
転
し
て
病
院
へ
き
て
、

待
合
室
で
待
っ
て
い
る
う
ち
に

下
肢
の
腫
（
は
）
れ
が
増
悪
（
ぞ

う
あ
く
）
し
て
気
分
が
悪
く
な

り
、
た
だ
ち
に
入
院
し
た
が
、

急
性
心
停
止
で
死
亡
。 

 

三
十
七
歳
の
男
性
は
、
急
性

腎
不
全
（
き
ゅ
う
せ
い
じ
ん
ふ

ぜ
ん
）
で
受
診
し
て
透
析
（
と

う
せ
き
）
を
受
け
、
そ
の
夜
に

右
大
腿
部
（
み
ぎ
だ
い
た
い
ぶ
）

が
著
し
く
腫
れ
た
の
で
切
開
し

た
が
、
翌
朝
、
手
術
部
位
に
壊

死
が
認
め
ら
れ
、
再
手
術
。
同

日
午
後
、
皮
膚
の
壊
死
は
さ
ら

に
拡
大
し
、
周
囲
に
水
疱
が
で

き
て
破
れ
、
壊
死
病
巣
は
下
肢

か
ら
腹
部
に
広
が
り
、7

日
目

に
死
亡
。 

 

三
十
三
歳
男
性
で
、
基
礎
疾

患
に
ダ
ウ
ン
症
候
群
お
よ
び
糖

尿
病
性
腎
症
に
よ
る
慢
性
腎
不

全
が
あ
り
、
週

3

回
の
通
院
透

析
。A

群
溶
血
性
レ
ン
サ
球
菌

で
シ
ョ
ッ
ク
状
態
と
な
り
死
亡
。 

 

患
者
は
三
十
二
歳
女
性
で
、

妊
婦
。
緊
急
手
術
に
よ
り
子
宮

全
摘
が
行
わ
れ
た
も
の
の
、A

群
溶
血
性
レ
ン
サ
球
菌
が
検
出

さ
れ
死
亡
。 

 

四
五
歳
女
性
で
関
節
リ
ウ
マ

チ
に
よ
り
通
院
。A

群
溶
血
性

レ
ン
サ
球
菌
が
検
出
さ
れ
た
も

の
の
、
総
合
的
な
治
療
の
結
果
、

炎
症
反
応
は
治
ま
り
正
常
化
。 
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No127 健康がいちばん !   

人食いバクテリアが急増中! 

劇症型溶血性連鎖球菌感染症 

http://matome.naver.jp/odai/2134813045072364201
http://matome.naver.jp/odai/2134813045072364201
http://matome.naver.jp/odai/2134813045072364201


      

志
機(

埼
玉
県
吉
川
市
吉
川

二
の
二
四
の
十
八 
☎
〇
四
八

ー
九
八
二
―
〇
八
八
〇)
で
は
、 

オ
フ
セ
ッ
ト
ラ
ベ
ル
印
刷
機
Ｆ

Ｘ
シ
リ
ー
ズ
を
販
売
し
て
い
る

が
、
こ
の
ほ
ど
Ｆ
Ｘ
‐
１
０
、

Ｆ
Ｘ
‐
１
０
、
Ｆ
Ｘ
‐
１
５
１

２
、
Ｆ
Ｘ
‐
１
３
に
加
え
て 

        

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

          

   
 

/  

新
た
に
「
Ｆ
Ｘ
‐
Ｂ
５
」
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
。 

Ｆ

Ｘ

シ

リ

ー

ズ

は

生

産

性

の
向
上
と
高
品
質
印
刷
を
実
現 

 

 

     

す
る
オ
フ
セ
ッ
ト
ラ
ベ
ル
印
刷

機
と
し
て
、
す
で
に
多
く
の
実

績
を
誇
っ
て
い
ま
す
。 

特
徴
と
し
て
は 

● 

オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
に
よ

る
ラ
ベ
ル
の
高
品
質
化 

● 

高
速
回
転
に
よ
る
生
産

性
の
大
幅
な
向
上 

● 

刷
版
用
サ
ド
ル
着
脱
方

式
に
よ
る
作
業
の
効
率
化 

● 

強
固
な
箱
型
フ
レ
ー
ム
構

造
に
よ
る
安
定
し
た
印
刷 

● 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
に

よ
る
抜
群
の
送
り
精
度 

● 

多
様
化
し
た
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
選
べ
る
印
刷
方
式 

１
・
水
無
し
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷

（
水
無
し
平
版
） 

２
・
水
有
り
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷

（
Ｐ
Ｓ
版
） 

３
・
ド
ラ
イ
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷

（
樹
脂
凸
版
） 

 

オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
は
、 

■

ロ

ー

タ

リ

ー

ダ

イ

カ

ッ

ト
ユ
ニ
ッ
ト 

 

■
裏
面
印
刷
ユ
ニ
ッ
ト 

 

■
Ｕ
Ｖ
フ
レ
キ
ソ
印
刷
ユ
ニ

ッ
ト 

      

■
イ
ン
ラ
イ
ン
ラ
ミ
ネ
ー
ト 

 

■
自
動
洗
浄
装
置 

 

■
ス
ト
ロ
ボ
ビ
ジ
ョ
ン 

 

■
バ
キ
ュ
ー
ム
ル
ー
プ
シ
ス

テ
ム 

 

■
蛇
行
修
正
装
置 

 

■
コ
ロ
ナ
処
理
装
置 

 
 そ

の
他
お
客
様
の
要
望
に
お
応

え
し
ま
す
。 

 

機
械
仕
様
は
次
の
通
り
。 

Ｆ

Ｘ

‐

１

０ 

■

最

大

原

紙

巾
・
２
７
０
㎜
■
印
刷
巾
・
２
５
４

㎜
■
送
り
長
・
２
６
０
㎜
■
印
刷

長
・
２
５
４
㎜
■
印
刷
速
度
・
６
０

～
２
５
０
ｉ
ｍ
ｐ./

ｍ
ｉ
ｎ. 

Ｆ
Ｘ
‐
１
５ 

■
最
大
原
紙

巾
・
４
０
０
㎜
■
印
刷
巾
・
３
８
０

㎜
■
送
り
長
・
２
６
０
㎜
■
印
刷

長
２
５
４m

m

㎜
■
印
刷
速
度
６
０

～
２
０
０
ｉ
ｍ
ｐ./

ｍ
ｉ
ｎ. 

 

Ｆ
Ｘ
‐
１
３ 

■
最
大
原
紙
・
３

５
０
㎜
■
印
刷
巾
・
３
３
０
㎜
■
送

り
長
・
２
６
０
㎜
■
印
刷
長
２
５
４

m
m

㎜
■
印
刷
速
度
６
０
～
２
０
０

ｉ
ｍ
ｐ./

ｍ
ｉ
ｎ. 

Ｆ

Ｘ

‐

Ｂ

５

 

■

最

大

原

紙

巾
・
２
７
０
㎜ 

■
印
刷
巾
・
２
６

０
㎜
■
送
り
長
・
１
９
０
㎜
■
印
刷

長
・
１
８
５
㎜
■
印
刷
速
度
・
６
０

～
２
０
０
ｉ
ｍ
ｐ./

ｍ
ｉ
ｎ. 

 

第
一
四
一
回 

「
志 

 

機
」 

 
 

な 

る 

ほ 

ど
・ 

ざ 

・ 

新 

製 

品 
オフセットラベル印刷機  

FX シリーズに新たに「FX－B5」が 

  さらに充実したラインナップに 


